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オフィスアワーは特に定めないが，事前に連絡してから訪問すること。

　１．コーチが有すべき指導哲学および指導倫理　　（4/27）
　２．コーチングとフェアプレー　　（5/11）
　３．コーチングと人権　　（5/18）
　４．コーチングと暴力・体罰　　（5/25）
　５．コーチングとハラスメント　　（6/1）
　６．コーチングとドーピング・薬物乱用　　（6/8）
　７．コーチングと事故防止・安全対策　　（6/15）
　８．新しい時代にふさわしいコーチング
　　　「インテグリティ」と「コンピテンシー」の視点から　　（6/22）
　９．新しい時代にふさわしいコーチングを議論する１　　（6/29）
　10．新しい時代にふさわしいコーチングを議論する２　　（7/6）

 授業計画

評価の割合は，発表60%，討論への取り組み40%とし，総合的に判断して，A+ 〜 C、又はDの評定を行う。
発表は，構成力，論理力，要約力，説明力などの観点から評価する。討論への取り組みは，質問力，回答
力などの観点から評価する。

コーチングに関連すると考えられる他分野の哲学および倫理に関する一般書や文献を読むこと。
授業後に学修範囲を復習し，コーチング実践に応用できるよう理解を深めること。

授業中に配布する。

コーチング，哲学，倫理

コーチングの哲学と倫理

1.0単位

1年次

筑波：春学期　鹿屋：前期、月曜５限

河合季信，深澤浩洋，齋藤健司，山口　香，本間三和子，浅川　伸，向井直樹，勝田　隆，會田　宏

コーチの仕事と求められる資質および能力を理解するとともに，コーチング実践の根幹となる哲学と倫理に
ついて学習し，これからの時代にふさわしいコーチングを創造していく能力を養成する。また，授業を通し
てコーチングに関する哲学および倫理について深く論考し，それらを報告し議論させることをとおして，
コーチとしての自らの倫理感や哲学感，視座を明確にする。

筑波大学開講（遠隔授業）

講義

インテグリティ，国際性，創造力

自らのコーチングを省察し，新しい時代にふさわしいコーチングを創造できる能力を身につける。また，国
際的に活躍するコーチ，社会のリーダー的存在となるコーチ，コーチを教育できるコーチング系の大学教
員に必要な能力を修得する。

1）コーチングに求められる倫理観と人間性（インテグリティ）を確立すること
2）コーチングにおいて国際的に考え行動する能力を涵養すること
3）これからの時代や国際社会にふさわしいコーチングを創造していく能力を修得すること
（コンピテンス：インテグリティ，国際性，創造力）
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1. 生命科学　１ 髙橋、山本、前田、金高

2. 生命科学　２ 髙橋、山本、前田、金高

3. 特別講義・研究セミナー（学外講師招聘） 髙橋、山本、前田、金高

4. 文化・社会科学　１ 髙橋、山本、前田、金高

5. 文化・社会科学　２ 髙橋、山本、前田、金高

6. 特別講義・研究セミナー（学外講師招聘） 髙橋、山本、前田、金高

7. 論文指導研究会への参画 髙橋、山本、前田、金高

8. 学位論文発表会への参画 髙橋、山本、前田、金高
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生命科学、人文・社会科学、教養教育、高度指導者

髙橋 仁大,山本 正嘉,前田 明,金高 宏文

本授業では、大学体育や大学スポーツを先導する高度指導者に必要な教養として、体育スポーツ分野に
おける最先端の生命科学や人文・社会科学領域の研究成果を概説し、その見識を深めることを目指す。
授業は、鹿屋体育大学教員による特別講義や論文指導研究会および学位論文発表会で実施される。

大学主催の特別講義・研究セミナー，論文指導研究会，学位論文発表会への参画を含む
鹿屋体育大学開講

講義

体育スポーツ分野における最先端の生命科学や人文・社会科学領域の研究成果を，専門外であっても積
極に討論等を行うことで理解する．さらに，その知見と大学体育や大学スポーツにおける実践場面との関
係性を見出し，活用を考えることができることを目指す。

「知の創成力」に関連する。

最先端スポーツ科学理論

0BVA301 / 02JD201

1.0単位

1年次

筑波　鹿屋：通年、木曜４限他

 授業計画

特になし

特になし

毎回の授業レポート（70%）及び討論への参加度（30%）から総合的に評価する。

なし。随時必要な資料（原著論文や専門領域に関する書籍等）を配付する．

随時，参考となる資料（原著論文や専門領域に関する書籍等）を紹介する．

曜日時間は特に定めないが、重複を避けるため、事前に連絡をとることが望ましい。
髙橋(研究棟8階809教員研究室）
山本（ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ教育研究ｾﾝﾀｰ２階ｾﾝﾀｰ長室）
前田（ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ研究ｾﾝﾀｰ長室）
金高(大学院棟3階4教員室）

授業後毎回レポートを課すので、期日までに提出すること。

特になし

－ 29 －


